
建築資材事業

2,021

　東関東支部　　2019 年度 総会
　ホテルグリーンタワー幕張にて　参加 58 名

　四国支部　　2019 年度 総会
　伊予鉄会館にて　参加 43 名

　神奈川支部　　2019 年度 総会
　クルーズクルーズ YOKOHAMA にて　参加 53 名

　2019.6.13

日合商各支部で総会が開催されました

総会開会の挨拶に立つ
村上髙志支部長

総会挨拶に立つ
伊藤元二支部長

講演会の講師は総務省地域力創造
アドバイザーを務める忠政啓文氏

総会開会の挨拶に立つ 遠藤又四郎支部長

懇親会 乾杯の挨拶を 足立建一郎理事長

第一部総会、第二部講演会、第三部懇親会の三部構成で開催
しました。
村上髙志支部長より総会開会の挨拶、引きつづき総会議事を
行い、「平成 30 年度事業報告」「平成 30 年度収支報告承認
および監査報告」「役員改正の件」「令和元年度事業計画（案）」

「令和元年度収支予算（案）承認」の議案が全会一致で承認
されました。
講演会は、総務省地域力創造アドバイザーを務める忠政啓文
氏を講師に迎えて『忙しいアナタのための超短時間トレーニ
ング法』を演題に実施。実演も交えてわかりやすく解説いた
だきました。
懇親会は、井関和彦副支部長より開会の挨拶、乾杯は SMB
建材中四国営業部長高橋良彰氏、アイカ工業四国支店長 松
尾克徳氏の中締めをはさんで和やかに交流を深めました。

第一部総会、第二部研修会、第三部懇親会の三部構成で開催しました。
遠藤又四郎支部長より総会開会の挨拶、引きつづき総会議事を行い、「2018
年度事業報告」「2018 年度収支決算報告承認および会計監査報告」「新役員
候補及び入退会報告」「2019 年度事業計画（案）」「2019 年度収支予算（案）
承認」の議案が全会一致で承認されました。
研修会は、佐藤満 国際経営・農業研究所 代表取締役社長の佐藤満氏を講師
に迎え、『逆境を切り開く経営　壁を破る発想法』を講演テーマに実施。企
業の平均繁栄寿命 30 年と言われる運命に立ち向かい、企業を繁栄させる
経営者の役割責任を果たすには、経営者はどうあるべきかが語られました。
懇親会は、足立建一郎理事長の乾杯の挨拶に始まり、パナソニック ライフ
ソリューションズ社千葉住建営業所所長 鈴木将人氏の中締めをはさみ、和
やかに交流が行われました。

総会は伊藤元二支部長の挨
拶に始まり、総会議事が行
われ、「2018 年度事業報告」

「2018 年度収支報告承認お
よび監査報告」「2019 年度
事業計画（案）」「2019 年度
収支予算（案）」の議案が全
会一致で承認されました。
中村豊副支部長による乾杯
でスタートした懇親会は、
高橋誠会計幹事の中締めを
はさんで、おおいに懇親を
深めました。

　2019.6.13

　2019.6.13

◦�本年度も3 年に1 度の「合法認定事業者研修会」を実施いたします。
　�従来の研修会に併せて、登録実施機関等の専門家による「クリーン

ウッド（合法伐採木材）」普及促進のための説明会を実施いたします。

なお、認定事業者の研修終了者には受講証明書を発行します。

　�まだ認定事業者でなくても、今後、認定申請を検討される木材関連

事業者にも広くご参加いただけます。

◦�本年度の林野庁補助事業では、合法性の確認が必要になります。
　�「JAS 構造材利用拡大事業」と「外構部の木質化支援事業」では、

施工者の交付申請書に【合法木材証明書】の添付が必要ですので、

証明書発行の徹底をお願いします。

2019 年度合法木材・持続可能木材の
供給認定事業者研修会の実施

2019 年
No. 727 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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北海道	 - ④ -0016	 ㈱長谷川建材	 代表取締役	 長谷川　豊
北海道	 - ② -0030	 ㈱ケイセイ建材	 代表取締役	 高田　祐一郎
東北	 - ② -0044	 ㈱渋良建材店	 代表取締役	 渋口　通
東北	 - ② -0046	 ㈱タカハシ住建	 代表取締役	 髙橋　勝昭
東北	 - ② -0049	 ㈱頭久保   十和田店	 代表取締役社長	 頭久保　幸宣
東北	 - ② -0050	 東海林建材㈱	 代表取締役	 東海林　仁
東北	 - ② -0054	 トップ建材㈱	 代表取締役	 冨樫　亜由美
東北	 - ② -0055	 ㈱米沢住建センター	 代表取締役	 本田　仁
東北	 - ② -0056	 ㈱クニヒロ・ホームテック	 代表取締役	 二宮　孝義
東北	 - ② -0057	 ㈱荒木建材店	 代表取締役	 荒木　光廣
東北	 - ② -0061	 吉川建材産業㈱	 代表取締役	 吉川　哲司
北関東	 - ② -0048	 ㈱ホームズマルホ	 代表取締役	 保谷　力廣
北関東	 - ② -0050	 高水木材㈲	 代表取締役	 高水　良治
北関東	 - ② -0051	 黒磯新建材㈱	 代表取締役	 黒澤　洋一
北関東	 - ② -0053	 ㈲竹内	 代表取締役	 竹之内　行男
北関東	 - ② -0054	 ㈲古島材木店	 代表取締役	 古島　司
北関東	 - ② -0055	 飯塚木材㈱	 代表取締役	 飯塚　廣之
北関東	 - ② -0056	 ㈲フォーティーフォー	 代表取締役	 板橋　祐二
東関東	 - ② -0021	 ㈱長田材木店	 代表取締役	 長田　圭祐
東関東	 - ② -0023	 ㈲須田材木店	 代表取締役	 須田　康二
東京・新潟	 - ④ -0092	 ㈱鶴岡屋	 代表取締役	 斎藤　信一
北陸	 - ④ -0094	 ホクリク住材㈱	 代表取締役社長	 後藤　道敬
北陸	 - ② -0102	 アロック・サンワ㈱	 代表取締役	 石橋　正人
北陸	 - ② -0104	 ㈱富山合板	 代表取締役	 垣内　芳浩
北陸	 - ② -0105	 ヤマイチ㈱	 代表取締役	 廣瀬　貴志
北陸	 - ② -0106	 小森商事㈱	 代表取締役社長	 小森　英雄
北陸	 - ② -0107	 ㈱金沢商行	 代表取締役	 瀬沢　幸利
東京	 - ④ -0095	 ㈱木場ベニヤ商会	 代表取締役	 猪俣　二郎
東京・山梨	 - ④ -0097	 ㈱白根ベニヤ	 代表取締役	 川野　健一郎
東京・新潟	 - ② -0138	 十日町木工㈱	 代表取締役	 栢森　哲朗
東京・新潟	 - ② -0139	 ㈱アオキ住建	 代表取締役	 青木　宏彰
東京	 - ② -0140	 太陽ベニヤ㈱	 代表取締役	 鎌瀧　充彦
東京・新潟	 - ② -0141	 ㈱南清四郎商店	 代表取締役	 南　高志
東京・静岡	 - ② -0143	 ㈱万年屋	 代表取締役	 鈴木　由紀夫
東京	 - ② -0144	 ㈱ブルケン・マルタマ	 代表取締役	 赤星　章博
東京・新潟	 - ② -0145	 ㈱村山商会	 代表取締役	 村山　芳夫
東京	 - ② -0147	 本橋木材工業㈱	 代表取締役	 本橋　邦昭
東京・新潟	 - ② -0149	 ㈲大和木材店	 代表取締役	 小林　憲雄
東京・長野	 - ② -0151	 アルファランバー㈱	 代表取締役	 伊藤　秀敏
東京	 - ② -0152	 ㈱東京木工所	 代表取締役	 栗原　能子

東京	 - ② -0154	 ㈱井出材木店	 代表取締役	 井出　正明
東京・山梨	 - ② -0155	 ㈱高見澤新建材	 代表取締役	 高見澤　芳雄
東京	 - ② -0156	 福原木材㈱	 代表取締役	 福原　嘉昭
東京・長野	 - ② -0157	 ㈲小宮山建材		  小宮山　英樹
東京	 - ② -0158	 ㈱丸忠商店	 代表取締役	 池本　俊明
東京・静岡	 - ② -0159	 ㈱原川	 代表取締役	 原川　誠
東京・新潟	 - ② -0161	 ㈱オタケ	 代表取締役	 尾竹　義郎
東京・新潟	 - ② -0162	 ㈲材木館木屋	 代表取締役	 小菅　輝夫
東京・山梨	 -0239	 ㈱エスピーダ	 代表取締役	 須藤　泰成
神奈川	 - ② -0030	 和田木材㈱	 代表取締役	 和田　敏宏
神奈川	 - ② -0031	 ㈲相原材木店	 代表取締役	 相原　光弘
神奈川	 - ② -0035	 ㈱高橋製材所	 代表取締役	 高橋　幸伸
神奈川	 - ② -0045	 丸和住宅資材㈱	 代表取締役	 押切　信広
神奈川	 - ② -0046	 ㈱佐野銘材	 代表取締役	 佐野　誠一
中部日本	 - ② -0043	 ㈱ジツダヤ	 代表取締役	 友松　芳信
中部日本	 - ② -0044	 ㈲ Materia	 代表取締役	 𠮷澤　善一
関西	 - ② -0076	 ㈱ダイコク	 代表取締役	 山内　洋介
関西	 - ② -0077	 大谷住宅㈱	 代表取締役	 大谷　健一郎
関西	 - ② -0078	 ㈱タイセー	 代表取締役社長	 西村　武志
関西	 - ② -0079	 タケヤテック㈱	 代表取締役	 竹家　昌希
中国	 - ④ -0020	 ㈲小林材木店	 代表取締役	 小林　俊造
中国	 - ④ -0021	 ㈱徳山ボードセンター	 代表取締役	 谷口　士郎
中国	 - ② -0062	 ㈱忠建	 代表取締役	 藤畝　大輔
中国	 - ② -0063	 原建材販売㈱	 代表取締役社長	 原　暢隆
中国	 - ② -0066	 ㈱ウエストハウザー	 代表取締役	 小林　恭光
中国・山陰	 - ② -0068	 日興建材㈲	 代表取締役	 梶見　聡
中国	 - ② -0070	 ㈱島村材木店	 代表取締役	 島村　稔
中国	 - ② -0072	 濱本木材㈱	 代表取締役	 濱本　隆彦
中国	 - ② -0074	 ㈱オバラボード	 代表取締役	 小原　靖一
中国・山陰	 - ② -0075	 土江建材 T・K ボルト	 代表	 土江　勝利
四国	 - ② -0013	 ㈱共誠	 代表取締役	 白鳥　文秀
四国	 - ② -0014	 ㈱田部	 代表取締役	 田部　博史
四国	 - ② -0015	 ハチモク㈱	 代表取締役	 片山　恭一
四国	 - ② -0016	 堀部産業㈱	 代表取締役	 堀部　耕一
四国	 - ② -0017	 ㈱マルカ	 代表取締役	 中井　真一
四国	 - ② -0018	 ㈱松山合板社	 代表取締役	 大野　健夫
九州	 - ② -0056	 坂口建材㈱	 代表取締役	 中村　一貴
九州	 - ② -0060	 ㈱ヤヒロ	 代表取締役	 八尋　大八
九州	 - ② -0061	 ㈱さかや	 代表取締役	 川井田　守
九州	 - ② -0065	 ㈲桜木新建材	 代表取締役	 櫻木　幹也
九州	 - ② -0066	 ㈲タクミ建販	 代表取締役	 沖園　朋子
九州	 - ② -0069	 束田建材㈱	 代表取締役	 束田　昌之
九州	 - ② -0080	 ㈱大分ベニヤ商会	 代表取締役	 坂本　知隆

【日合商ホームページ】に掲載中の〈トピックス〉ご案内  https://www.nichigosho.net/
▶ 5 月 22 日　「働き方改革関連法の施行に向けた取引上の配慮について」
政府広報：働き方改革　中小企業も！働き方改革
もしくは
厚生労働省：「働き方改革」の実現に向けて

▶ 6 月 6 日　JAS 構造材利用拡大事業について
平成 31 年度 JAS 構造材利用拡大事業説明会について
平成 31 年度「JAS 構造材利用拡大事業」パンフレット

▶ 6 月 12 日
【厚労省・中小企業庁】
「働き方改革のヒント（働き方改革好事例集）」 及び
「働き方改革支援ハンドブック（2019 年 4 月改定版）」の案内
【国交省・経産省・農水省】
「ホワイト物流」推進運動の案内
【厚労省】

荷主と運送事業者のための「トラック運転者の労働時間削減に向けた改善ハンドブック」の案内
【国交省】
「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン」の案内

ご活用ください！

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した83 社

2019
5 月 27 日現在
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概　要
　2019 年 4 月の新設住宅着工戸数は 79,389 戸（前年同月比 5.7％減）で 5
カ月ぶりの減少となった。その内、木造住宅は 45,179 戸で前月比を 4 カ月
連続の増加となった。季節調整済年率換算値は 93.1 万戸で前月比 5.8％減、
3 カ月ぶりの減少となる。
　利用関係別では持家が 25,436 戸（前年同月比 9.2％増）で 7 カ月連続
の増加、貸家は 29,511 戸（同比 16.7％減）で 8 カ月の連続の減少、分
譲 23,411 戸（同比 6.0％減）で 9 カ月ぶりの減少となった。分譲の内訳は
マンションが 10,480 戸（同比 15.1％減）で 9 カ月ぶりの減少、戸建ては
12,698 戸（同比 3.0％増）と 5 カ月連続の増加となった。持家は増加したが、
貸家及び分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 5.7％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　4 月の国内合板生産量は 26.9 万㎥（前月比 97.8％、前年同月比 99.6％）
と発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 25.7 万㎥（同比 97.8％、
98.9％）となり、出荷量は 25.8 万㎥（同比 100.6％、102.8％）で在庫量は

14.3 万㎥と若干減少した。出荷量は 7 カ月連続で前年を上回る数字となった。
　 輸 入 合 板 の 4 月 度 入 荷 量 は 23.7 万 ㎥（ 前 月 比 117.9 ％、 前 年 同 月 比
88.9％）となった。国別入荷量はマレーシアが 9.6 万㎥、インドネシアが 7.3
万㎥、中国が 5.3 万㎥となっている。6 カ月連続前年を下回った入荷となっ
ている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は生産・出荷ともに高水準の状態ではある。市況は若干落
ち着いた動きになっているが、需給バランスは取れている。在庫量が若干増
加したが、まだ十分な在庫量ではなく、これからの需要に対応できるか不安
が過る。相場は維持されると思われる。
　輸入合板については昨年比で入荷量は減少してきており、一部で品薄アイ
テムも出てきている。4 月以降の荷動きは予想以上に厳しい状況となってい
るが、7 月以降の需要増加如何では入荷量減少の影響で急激な価格上昇や欠
品するアイテムが出てきてもおかしくない状況と考える。そこのところを踏
まえたうえで手当てを進めて頂きたい。
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合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）

林野庁主催「令和元年度第 1 回木材需給会議」に先立ち、

2019 年 6 月 5 日に開催された「合板需給検討委員会」（日

本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商

業組合）で合板需給見通しを検討しました

　国産合板の需要
1. 令和元年第 1 四半期の実績について　　　今回（818 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�大手プレカット工場や大手住宅メーカー、九州エリアの活発な需要に支えられ、生産量を上回る需

要となった。
　出荷量は、前年同期比＋ 5.1％、818 千㎥でした。
2. 令和元年第 2 四半期の見込みについて　　今回（810 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�5 月大型連休による生産量の低下はあるものの、6 月以降新工場の生産も要因に加わり第 1 四半期

より供給は増加する。需要は、第 1 四半期に引き続き、大手プレカット工場中心の活発な需要は続
く見込み。

　出荷量は、前年同期比＋ 4.3％、810 千㎥の見込み。
3. 令和元年第 3 四半期の見通しについて　　今回（820 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�供給は、新工場の本格稼働を考慮し生産量の増加となるが、有給休暇の取得義務化やボイラー点検

などメンテナスによる 8 月夏季休暇の大型連休は減少要因。このプラスマイナス要因を考慮しても
第 2 四半期より増加傾向となる見込み。一方需要面では、消費増税を前に住宅着工は持家・分譲戸
建てを中心の木造住宅需要の伸びや非住宅用途の拡大などに支えられ、今年のピークとなる見通し。

　（前年同期との差異について）
　出荷量は、前年同期比＋ 5.7％、820 千㎥の見通し。
4. 令和元年第 4 四半期の見通しについて　　今回（810 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�供給では、稼働日数は今年最も多く、生産はピークとなる。需要面では、住宅着工の消費増税駆け

込みのピークアウトや貸家の減少傾向は続くものの、木造住宅での厚手化、非住宅用途への採用の
拡大、フロアー台板などの産業用途の拡大の傾向は一層進展する見込み。

　（前年同期との差異について）
　出荷量は、前年同期比－ 5.7％、810 千㎥の見通し。

　輸入合板の需要
1. 令和元年第 1 四半期の実績について　　　今回（664 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�入荷は予測より大きく下回り、合わせて需要（出荷）も大幅で急激な減少となった。
　出荷量は、前年同期比－ 6.5％、664 千㎥となった。
2. 令和元年第 2 四半期の見込みについて　　今回（680 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�コンテナ配船比率の高まりにより、入港量の予測も困難さが増し、価格の不安定さも増している。

需要面ではこの影響を受け建築用・産業用ともに用途の縮小傾向が続いている。年度替わりの 4
月の入港も予想より少なく、需要も 5 月の大型連休を考慮すると第 1 四半期より増加するが全
体量は多くはない。

　出荷量は、前年同期比－ 10.2％、680㎥と見込む。
3. 令和元年第 3 四半期の見通しについて　　今回（690 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�昨年増加したベトナムからの梱包用合板は、中国向け輸出の停滞見通しから伸びはない。建築

用途では持家・分譲戸建てを中心の需要は続くが、賃貸は減少傾向。また 5 月連休と同規模の
夏季休暇が予想され、持ち直しを予想するが大きな規模ではない。

　（前年同期との差異について）
　出荷量は、前年同期比＋ 0.9％、690 千㎥との見通し。
4. 令和元年第 4 四半期の見通しについて　　今回（690 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�コンテナ配船比率の上昇による荷役や運転手不足等による配送経費等の増加は、コスト増加要

因として織り込まざるを得ない。一方、需要側からみれば、最近の円高傾向への振れと国内の
販売価格の弱い推移は、現地仕入価格の見直しを必要としている。また川下の需要家は、当用
買いによる手当を続ける見通し。

　（前年同期との差異について）
　出荷量は、前年同期比－ 9.2％、690 千㎥との見通し。
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供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2019（R1）1-3
前回予測 (1,517) (790) (727) (1,490) (780) (710) (1,141.800) (191.101) (950.699) 

実績 1,481.526 797.179 684.347 1,482.000 817.529 664.471 1,114.326 160.751 953.575

4-6
前回予測 (1,533) (810) (723) (1,500) (780) (720) (1,174.800) (221.101) (953.699) 

見込み 1,519.000 810.000 709.000 1,490.000 810.000 680.000 1,143.326 160.751 982.575

7-9
前回予測 (1,537) (820) (717) (1,490) (790) (700) (1,221.800) (251.101) (970.699) 

見通し 1,479.000 820.000 659.000 1,510.000 820.000 690.000 1,112.326 160.751 951.575
10-12 見通し 1,538.000 830.000 708.000 1,500.000 810.000 690.000 1,150.575 181.000 969.575

計 6,018.000 3,257.000 2,760.000 5,982.000 3,258.000 2,724.000

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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1,970
1,410
1,430

6 月5 日
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前週比
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900

1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,410
1,430

6 月12 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

（Unit：1,000㎥）

ＪＡＳ標語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク

木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品

家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品


